
スペースアビエーション社と連携協定締結

　町は、７月４日（火）スペースアビエーション株式会社と連携協定を締結しました。

「地震防災対策の現状調査に係る住民向けアンケート」の実施

　大規模地震による被害は、主に津波・揺れ・火災に大別されます。それらの被害に対して、避難施設の整備
や建築物の耐震化等の対策が進められています。一方で、津波からいち早く避難する意識の徹底や、日頃から
の備えの再確認をし、いざというときに迷わず行動できるようにしておくことも、被害の軽減につながります。
　この度、内閣府では、今後の防災対策に活かすため、日頃の防災意識や対策等に関する調査を実施します。
一人でも多くの方にご回答いただきたく、ぜひご意見をお聞かせください。また、本アンケート調査を通して、
皆さん一人一人が防災意識を高め、日頃から災害への備えに取組んでいただけますと幸いです。
回答ＵＲＬ：https://en.surece.co.jp/kaiko2023/
実施期間：８月３１日（木）（終了予定）
回答は１人１回限りとなります。
問合せ：内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（防災計画担当）付
　　　　https://form.cao.go.jp/bousai/opinion-0067.html
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　問合せ　総務課 防災係　 ☎２１－２１４２

　問合せ　総務課 防災係　 ☎２１－２１４２

　この協定は、地域の発展と安全確保に関して、スペースアビエーション社の協力を得て、同社の保有する航
空機（主としてヘリコプター）を活用して、災害時の災害対応に係る応急対策及び災害時以外での地域経済の
活性化に資するため、航空機を用いた協力に関し、必要な事項を定めるものです。
　この協定により、災害時において道路が寸断され孤立化した地域に対して空からの支援を
行うことができる等、地域の防災力を一段と向上することが可能になるほか、災害時以外に
おいても、地域経済の活性化に資するため、余市町の観光や商業活動の振興にも航空機を活
用した協力を行っていきます。
　この協定は、余市町を中心として推進する北後志広域防災連携を構成する町村（積丹町、
古平町、仁木町、赤井川村）における災害時にも適用できることとしています。

▲協定締結式会場（余市町農道離着陸場） ▲空中から防災上の要点を確認
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アンケートはこちらから！


